
里
と
み
や
ま
。
い
ず
れ
も
南
房
総
エ
リ
ア

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
館
山
市
が
建
設

に
着
手
し
て
い
る
拠
点
（
道
の
駅
）
が
1

位
を
目
指
す
こ
と
を
提
案
。
市
長
も
同
じ

思
い
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
備
え
て

問
…
市
内
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
、
今
後

予
定
す
る
地
域
と
対
策
の
方
針
及
び
内
容

を
伺
い
ま
す
。

答
…
溢
水
状
況
な
ど
を
関
係
課
で
情
報
共

有
す
る
と
と
も
に
、
対
策
の
検
討
及
び
排

水
路
等
の
改
修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
溢
水
被
害
の
緩
和
を
目
的

に
、
排
水
路
、
市
道
側
溝
、
流
末
側
溝
の

改
修
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
境

川
流
域
の
治
水
対
策
を
検
討
す
る
た
め
流

域
調
査
業
務
を
実
施
。
洪
水
被
害
軽
減
対

策
と
し
て
雨
水
を
一
時
貯
留
さ
せ
る
田
ん

ぼ
ダ
ム
の
取
組
み
を
山
本
地
区
と
安
布
里
地

区
で
進
め
ま
す
。
滝
川
に
つ
い
て
は
今
後
も

引
続
き
千
葉
県
に
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
す
。

解
説
…
全
国
的
に
大
規
模
な
豪
雨
災
害
が

多
発
す
る
中
、
市
の
対
策
や
今
後
の
方
針

な
ど
を
問
い
ま
し
た
。
特
に
、
か
ね
て
か

ら
要
望
の
上
が
っ
て
い
る
境
川
上
流
の
山

本
地
区
の
溢
水
に
つ
い
て
今
後
の
計
画
を

尋
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
の
豪
雨

の
際
に
滝
川
上
流
域
で
発
生
し
た
溢
水
に

よ
る
床
上
浸
水
を
例
に
、
改
修
工
事
の
早

期
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
、
二
級

河
川
滝
川
改
修
促
進
協
議
会
総
会
の
場
で
、

委
員
の
広
瀬
町
内
会
長
と
腰
越
区
長
さ
ん

の
連
名
で
安
房
土
木
事
務
所
長
宛
に
、

「
滝
川
及
び
山
名
川
の
溢
水
対
策
に
関
す

る
要
望
書
」
を
提
出
し
、
さ
ら
に
7
月
26

日
、

市
長
、
県
議
に
同
行
し
た
県
庁
県
土
整
備

部
へ
の
要
望
活
動
の
場
で
再
度
、
現
況
説

明
と
改
修
要
望
を
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
通
告
質
問

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て

館
山
市
議
会
公
明
党
は
、
金
丸
市
長
に

対
し
「
「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
創
設

を
受
け
有
効
活
用
へ
向
け
た
緊
急
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
は
生
活
支
援
、

産
業
支
援
等
8
項
目
で
す
。

臨
時
交
付
金
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
方

へ
の
生
活
支
援
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、

さ
ら
に
、
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
等
自
治

体
が
実
施
す
る
事
業
に
幅
広
く
活
用
で
き

る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
物
価
高
騰
に
よ

る
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
、

生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
分
を
価
格
転
嫁
で
き

な
い
農
漁
業
や
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
要
望
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

家
計
費
や
事
業
費
の
負
担
増
が
見
込
ま
れ

る
中
、
公
共
料
金
の
補
助
に
つ
い
て
市
の

見
解
を
問
い
ま
し
た
。

自
主
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追
加
さ
れ
た

「
被
害
状
況
確
認
書
」
に
つ
い
て

台
風
15

号
の
際
の
自
主
防
災
組
織
活
動
を
教

訓
に
、
発
災
後
の
被
害
状
況
報
告
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
た
め
に
、
統
一
し
た
報
告
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
作
成
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、

町
内
会
に
ど
の
よ
う
に
配
布
さ
れ
た
か
、

ま
た
、
町
内
会
長
、
自
主
防
災
会
会
長
が

配
布
さ
れ
た
文
書
を
充
分
に
活
用
で
き
る

状
況
に
あ
る
の
か
を
問
い
ま
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
を
一
枚
配
布
し
た
だ
け
で
良

い
の
か
。
各
町
内
会
の
班
の
数
や
、
数
回

に
わ
た
る
被
害
調
査
を
想
定
し
た
配
布
の

あ
り
方
と
、
記
載
し
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト

に
つ
い
て
提
案
を
し
ま
し
た
。
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左から笹崎町内会長、小沢区長、安房土木事務所副所長（7/13）

提出した災害状況を示す資料画像

金丸市長に緊急要望書を提出（5/7）

追加された被害状況確認リスト

いよいよ
実現！

「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
次
頁
を
ご
覧
下
さ
い
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館
山
市
「
食
の
ま
ち
づ
く
り

拠
点
施
設
」
整
備
事
業
の
考
え
方

こ
の
計
画
は
館
山
市
の
農
水
産
業
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
生
産
と
消
費
を
結

び
つ
け
る
流
通
の
拠
点
を
建
設
し
、
館
山

市
の
豊
か
な
農
水
産
物
の
生
産
の
維
持

拡
大
や
販
売
促
進
に
市
が
て
こ
入
れ
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
市
の
特
色
を
生
か
し
た
「
食
」
を

テ
ー
マ
に
、
観
光
部
門
や
商
工
関
係
と
の

連
携
に
よ
る
、
魅
力
ア
ッ
プ
や
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
就
業
者
の
減
少
傾
向
に
あ
る
一

次
産
業
、
同
じ
く
維
持
継
続
に
苦
心
を
す

る
二
次
、
三
次
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
、

新
し
い
産
業
の
ス
タ
イ
ル
や
起
業
の
新
モ

デ
ル
を
示
し
、
若
者
た
ち
に
地
方
に
生
き

る
意
義
と
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
拠
点
を

つ
く
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
拠
点
構
想
の
実

現
は
市
民
及
び
市
内
事
業
者
等
の
オ
ー

ル
館
山
で
取
り
組
む
べ
き
地
域
再
生
の
街

づ
く
り
事
業
と
言
え
ま
す
。

１

経
済
効
果
に
つ
い
て

食
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
は
、
施
設

の
収
益
と
地
域
振
興
の
長
期
的
、
間
接
的

な
経
済
の
波
及
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。

拠
点
運
営
を
民
間
に
委
ね
る
場
合
、
現

段
階
で
事
業
の
実
績
目
標
の
数
値
化
は

難
し
く
、
担
当
部
局
は
他
地
域
の
道
の
駅

や
運
営
事
業
者
の
も
と
に
足
を
運
び
調

査
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

経
済
効
果
で
は
、
販
売
等
の
直
接
的
な

収
益
と
そ
の
後
に
発
生
す
る
経
済
の
地

域
内
循
環
も
重
要
で
す
。
拠
点
で
生
ま
れ

た
収
益
が
、
設
備
投
資
や
生
産
規
模
の
拡

大
に
つ
な
が
り
、
そ
の
波
及
効
果
と
し
て

地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
と
い
う
考
え

で
す
。
ま
さ
に
平
成
30
年
に
議
会
主
導
で

制
定
し
た
館
山
市
地
産
地
消
推
進
条
例

が
効
力
を
発
す
る
場
と
い
え
ま
す
。

２

拠
点
の
立
地
に
つ
い
て

拠
点
の
立
地
に
つ
い
て「
場
所
あ
り
き
で

は
な
い
の
か
」「
他
に
候
補
地
は
な
い
の
か
」

等
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
市
の
保
有
す
る

土
地
で
拠
点
施
設
の
機
能
に
即
し
た
面

積
や
目
的
に
か
な
う
土
地
と
し
て
決
定

さ
れ
た
予
定
地
で
あ
り
、
こ
れ
は
十
分
に

検
討
し
た
結
果
で
す
。
拠
点
施
設
の
性
質

上
、
商
業
エ
リ
ア
の
館
山
バ
イ
パ
ス
や
、
逆

に
著
し
く
交
通
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
場
所
は

立
地
条
件
を
満
た
し
ま
せ
ん
。
予
定
地
は

国
道
１
２
８
号
か
ら
白
浜
に
抜
け
る
安
房

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
と
の
交
差
点
際
に
位
置

し
、
今
後
は
重
要
な
交
通
ル
ー
ト
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
「
道
の
駅
」
の
是
非
に
つ
い
て

「
道
の
駅
」
の
認
定
は
国
土
交
通
省
が
行

な
う
も
の
で
民
間
施
設
に
は
与
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
地
域
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、
い

か
に
来
訪
者
に
楽
し
い
時
間
と
空
間
を
提

供
す
る
か
。
そ
の
役
割
に
対
し
与
え
ら
れ

る
「
道
の
駅
」
の
呼
称
は
、
も
は
や
議
論
の

余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
カ
ー
も
観
光

バ
ス
も
「
道
の
駅
」
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
地

域
を
潤
す
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
市

が
負
担
す
る
指
定
管
理
料
以
上
の
効
果

を
生
む
ア
イ
デ
ア
を
、
民
間
公
募
の
要
件

に
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
「
道
の
駅
」
は
全
国
で
１
１
８
０
か

所
、
館
山
に
オ
ー
プ
ン
す
る
頃
に
は
２
０

０
０
か
所
に
届
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
後

発
に
な
り
ま
す
が
、
様
々
な
先
行
事
例
を

参
考
に
し
、
館
山
市
な
ら
で
は
の
「
道
の

駅
」
の
運
営
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

４

こ
れ
ま
で
の
経
緯

拠
点
整
備
事
業
の
計
画
を
推
進
し
て
き

た
「
た
て
や
ま
食
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

は
、
平
成
25
年
に
設
立
以
来
、
全
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
商

店
会
連
合
会
、
農
協
、
漁
協
他
、
各
種
団

体
の
代
表
者
。
加
え
て
学
識
経
験
者
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
も
含
め
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

館
山
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う

点
で
は
ま
さ
に
、
各
分
野
の
専
門
的
な
知

見
が
結
集
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
応
援
な
く
し
て
は
発

展
で
き
な
い
流
通
拠
点
「
道
の
駅
」
で
す
。

運
営
が
民
間
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
様
々

な
意
見
や
要
望
が
反
映
で
き
る
よ
う
市

の
か
じ
取
り
を
求
め
ま
す
。

そ
し
て
、
議
員
、
議
会
も
市
民
の
声
を

伝
え
な
が
ら
政
策
提
案
を
し
て
行
く
こ

と
が
大
事
で
す
。

当
初
の
計
画
案
が
今
日
ま
で
先
送
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
澤
友
作
館
山
応

援
基
金
に
よ
り
よ
う
や
く
実
現
の
目
途

が
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
好
機
を
逃
す
こ
と

な
く
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
、
未
来
へ
の
投

資
で
す
。
地
方
創
生
の
こ
の
時
代
に
、
未

来
に
向
け
て
何
を
創
り
、
何
を
生
み
出
す

か
が
今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
第
４
次
館
山
市
総
合
計
画
」
の
中
で

「
渚
の
駅
た
て
や
ま
」
と
と
も
に
、
地
域
活

性
化
の
た
め
の
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
の
事
業
に
、
多
く
の

事
業
者
や
市
民
が
い
ま
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

整備事業者選定委員会に出された提案パースのひとつ（市のHPより）

館
山
市
稲
区
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
食

の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
」
整
備
事
業

に
つ
い
て
地
元
紙
に
投
稿
し
ま
し
た
。

拠
点
（
道
の
駅
）
の
必
要
性
に
つ
い
て

よ
り
積
極
的
な
理
解
と
関
わ
り
を
願
う

も
の
で
、
こ
こ
に
一
部
再
掲
し
ま
す
。


